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人
に
歴
史
あ
り
と
言
い
ま
す
が
、
船
に
も
歴
史
あ
り
で
、
興
安
丸
を
通
じ
、

と
か
く
タ
ブ
ー
視
さ
れ
が
ち
な
日
本
近
代
史
に
少
し
で
も
触
れ
る
機
会
が

得
ら
れ
た
の
は
存
外
の
成
果
で
あ
っ
た
と
感
じ
た
次
第
で
す
。
た
だ
し
こ
れ

ら
を
個
人
的
・
一
過
性
な
も
の
に
せ
ず
、
後
世
に
も
し
っ
か
り
伝
え
る
必
要

が
あ
る
と
も
思
い
ま
し
た
。 

例
に
よ
っ
て
、
内
容
に
関
す
る
責
任
は
全
て
支
部
長
に
あ
り
ま
す
。
特
に

規
則
等
に
定
め
て
い
る
も
の
以
外
は
私
の
個
人
的
見
解
が
色
濃
く
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ
下
さ

い
。 

 
今
回
か
ら
新
企
画
、
下
関
の
戦
跡
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
ま
す
。
戦
跡
と
い

う
と
戦
禍
で
失
わ
れ
た
残
骸
・
い
わ
ば
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
で

す
が
、
戦
争
を
生
き
抜
い
て
後
世
に
残
っ
た
も
の
も
あ
り
、
今
回
は
そ
の

一
つ
で
あ
る
興
安
丸
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

た

い

し

も

通

信

 
下
関
市
岬
之
町
に
は
少
な
く
と
も
３
つ
の
錨
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
と

い
う
と
、
ま
ず
は
ア
ン
カ
ー
広
場
に
あ
る
錨
を
連
想
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
は
違
い
ま
す
。
因
み
に
ア
ン
カ
ー
広
場
に
は
２
つ
の
錨
が

あ
り
、
一
つ
は
捕
鯨
船
第
二
十
五
利
丸
の
も
の
、
も
う
一
つ
の
紫
色
の
大
き

な
も
の
は
実
は
謎
で
、「
昭
和

18

年
３
月
」
と
し
か
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
今
後
の
宿
題
と
し
ま
す
。 

さ
て
、
肝
心
の
３
つ
め
が
今
回
の
お
題
、
消
防
局
前
の
歩
道
に
あ
る
興
安

丸
の
錨
で
す
。
興
安
丸
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
戦
後
高
度
成
長
期
に
か

け
て
関
釜
連
絡
船
、
引
き
揚
げ
船
、
イ
ス
ラ
ム
教
巡
礼
船
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
し
た
。
本
来
は
鉄
道
省
が
関
釜
連
絡
船
と
し
て
建
造
し
た
船(

鉄
道
会
社

運
営
の
意
で
鉄
道
車
両
を
乗
せ
る
と
は
限
ら
な
い)

に
な
り
ま
す
。 

◆
岬
之
町
の
３
つ
の
錨 

◆
興
安
丸 

興
安
丸
は
総
ト
ン
数

7,079

ト
ン
、
全
長

126.5

ｍ
、
旅
客
定
員
は

1,746

名
で
、

満
州
建
国
に
よ
る
輸
送
力
増
強
の
必
要
性
か
ら
関
釜
連
絡
船
、
金
剛
丸
の
姉

妹
船
と
し
て

1937

年
（
昭
和

12

年
）
に
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
関
釜
連
絡
船
は

そ
の
後
需
要
拡
大
に
伴
い

10

隻
に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
が
、
開
戦
後
３
隻

が
撃
沈
さ
れ
、、
米
軍
の
飢
餓
作
戦
に
伴
う
機
雷
敷
設
で
さ
ら
に
３
隻
が
沈

没
、
残
り
は
興
安
丸
を
含
む
４
隻
と
な
り
、
興
安
丸
は
長
門
の
奥
深
い
須
佐

湾
に
避
難
し
、
無
事
こ
こ
で
終
戦
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

戦
後
、
興
安
丸
は

GHQ

の
日
本
商
船
管
理
局
に
移
籍
し
、

1945

年
か
ら
仙

崎
・
博
多
～
釜
山
間
に
就
航
、
引
揚
げ
船
と
し
て
活
躍
し
仙
崎
漁
港
に
は
記 

記
念
碑
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

1947

年
に
は
天
皇
巡
幸
時
の
下
関
市
で
の
御

宿
泊
所
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
翌
年
関
釜
連
絡
船
は
閉
鎖
、
さ
ら
に
そ
の
翌

年
に
国
鉄
設
立
で
興
安
丸
も
移
籍
、
朝
鮮
郵
船(

後
の
東
京
郵
船

↓

昭
和
郵

船)

へ
払
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

1950

年
か
ら
は
朝
鮮
戦
争
に
伴
い
米
軍
に
傭
船
さ
れ
、
佐
世
保
市
～
釜
山
の

国
連
軍
輸
送
に
就
航
、
朝
鮮
戦
争
終
結
後
は
政
府
の
傭
船
に
よ
り
中
華
人
民

共
和
国
の
河
北
省
秦
皇
島
～
舞
鶴
間
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
ナ
ホ
ト
カ
・
ホ
ル
ム
ス

ク
～
舞
鶴
の
引
揚
げ
船
と
し
て
日
本
赤
十
字
社
の
救
護
班
を
乗
せ
て

1957

年

(

昭
和

32

年)

ま
で
活
躍
し
、
舞
鶴
港
の
「
岸
壁
の
母
」
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

引
揚
げ
船
と
し
て
活
躍
後
は
何
と
海
自
ヘ
リ
空
母
へ
の
改
装
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
が
実
現
せ
ず
、
結
局

1957

年
東
洋
郵
船
に
売
却
、
そ
こ
で
東
京
湾
遊
覧

船
と
し
て
就
航
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
教
巡
礼
船
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
内
航
路
に
転
用
、
こ
の
間

1959

年
に
は
北
ベ
ト
ナ
ム
～
東
京
間
の
引
揚

げ
に
も
従
事
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

1970

年(

昭
和

45

年)

に
解
体
の
た
め
売

却
、
広
島
県
で
解
体
さ
れ
て

34

年
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
強
い
保
存
運
動

が
あ
り
ま
し
た
が
実
現
せ
ず
、
錨
の
一
つ
は
広
島
県
三
原
内
港
東
公
園
に
、
錨

の
も
う
一
つ
が
下
関
市
消
防
局
前
の
歩
道
に
、
コ
ン
パ
ス
は
下
関
市
の
火
の

山
公
園
に
、
鐘
が
舞
鶴
市
の
舞
鶴
引
揚
記
念
館
に
そ
れ
ぞ
れ
今
も
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。 


